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　ブックオフオンライン株式会社のご協力により、
不要になった本や音楽 CD などが寄付になるしく
みです。個人でも団体でも、段ボール一箱以上を
目安にご協力いただければ幸いです。
　FAXとWEBでお申し込みいただけます。
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　2012 年 6月分より、ご寄付いただいた本や CD
の種類、点数、それぞれの金額および合計額など
の明細書をニュースレター「きずな」に同封して
お送りしております。タイミングによっては、本
の寄付にご協力いただいてから明細が届くまで時
間がかかることがあります。

  領収証はご希望の方に、年 1回（発行時期 1 月
～ 2月）お送りします。必要な方はメール、FAX
等で事務局あてお申込みください。
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書き損じハガキ、余った年賀ハガキや切手などをお送りく
ださい。郵便による通信に活用させていただきます。

寄付金控除について

　HFI は、2012 年 5月 16日より「認定NPO法人」
に認定されており、HFI の特定非営利活動へのご
寄付は税の控除対象となります。認定NPO法人等
への寄付が合わせて 2,000 円を越える場合、所得
控除または税額控除が受けられますので、確定申
告書にHFI が発行する控除用領収証を添付して税
務署で手続きをしてください。
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随時、ハガキによる領収証を発行しております
のでお手元にあるものをご確認ください。
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2012 年 5月 16 日から 12月 31 日の期間の寄
付に対する控除用領収証をお送りします。

明細は随時お送りしていますが、控除用の領収
証としてはお使いいただけません。ご希望の方
には、対象期間に入金された寄付金額の控除用
領収証を発行しますので、事務局までお早めに
お申し込みください。

※東京都にお住まいの方、世田谷区にお住まい
の方は、都民税、区民税も控除の対象となりま
す。詳細は東京都主税局課税部課税指導課個人
事業税係（電話 03-5388-2956）へお問い合わ
せください。
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　法人税の算定において、認定NPO法人等に対す
る寄附金は、特定公益増進法人に対する寄附金と
同様に取り扱われ、一般の寄附金の損金算入限度
額とは別枠で、寄附金の額の合計額と特別損金算
入限度額とのいずれか少ない金額の範囲内で、損
金に算入することができます。（損金算入額計算
の際は、特定公益増進法人への寄附金に含めて計
算してください。確定申告書にその金額を記載し、
寄附金の明細書を添付するとともに、所定の書類
を保存する必要があります。）

　フィリピンの山間部、カンビノコットの就学
支援プロジェクト（HFISC）では、月 1,000 円
で一人の子どもを支援できます。

　支援対象は小学
校に入る子ども
で、基礎教育が終
わるまで、学用品
など就学に必要な
経費をサポートし
ます。
　HFI のサイトか
らお申し込みくだ
さい。

　ある篤志家の方より、日光市、鹿沼市に土地を寄贈していた
だくことになりました。合わせて 200 坪ほどの土地ですが、ど
のように活用できるのか、あれこれ考えてみました。地方出身
とはいえ、都市部で育った私には、山林の土地の活かし方など、
なかなかよいアイディアもありませんでした。
　ところが、その土地の近くに、7 年前から懇意にしていた人
がいたので、少し相談してみました。するとやはり、地方の山
間部で育った彼からは、それなりのアイディアが出てきたので
す。
  さっそく、出てきたアイディアに沿って、アーモンドの木を
植えてきました。アーモンドは、イスラエルでは神の目が注が
れていることを象徴する、いわゆる祝福の木です。
　その友人と出かけて行き、苗を植え始めたのですが、彼はて
きぱきと隣家との距離を測って適当な位置を定め、野良仕事に
慣れていない私がやる作業とは違って、実にしっかりと植え込
み作業をこなしてくれたのです。
 　帰り道、そんな彼の動きと行動力を思い出しながら、7年前
の出会いを考えていました。その時には、彼とこのような活動
を一緒にするとか、また、彼と活動を共にする場を提供される
など、全く想像しえないことでした。ただ、私のいつもの考え
方の癖として、この出会いが、どんな未来を産むのだろう、と
は考えていました。
　私たちの人生には、その時には、特別な意味も感じない出会
いがあるものです。しかしそれら「点」に象徴されるような事
柄が、やがて時の経過とともに、「線」となって結びついていく
ことに気づかされることがあります。そしてさらに時が経てば、
それが輪郭を現して、この時のためにこうした積み重ねの時が
あったのか、と不思議な納得を得ることがあるものです。
　大切なことは、ビジョンを描きながらも、地味なことを丁寧
に、大切に一つ一つ積み重ねていくことなのであろうと思いま
す。私たちのなしている事柄一つ一つは、意味をなさない点に
見えることがあっても、そうした点がやがて、時間と共に線と
なり、一つの成果として輪郭を現してくる、そう信じたいもの
です。点から線になる過程には、ずいぶんと時間を感じさせら
れるところがあるかもしれませんが、あきらめずに、やりきる
ところに成果はある、と私は思うのです。　（HFI 代表   福井誠）
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